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宗
教

的
な

行

為
と

し

て

の

　

ホ
ス

ピ
タ

リ

テ

ィ

に
つ

い

て

の
］

考
察

吉

　
田

惠

　

近

年、

ホ

ス

ピ

タ

リ
テ

ィ

産
業
が

海
外
に

進
出
し

て

い

る

よ

う
に

、

痒

い

所
に

手
が

届
く
日
本
の

ホ

ス

ピ

タ

リ
テ

ィ

は

国
内

外
で

高
く
評
価
さ
れ

て

い

る
。

ま
た

、

喫
茶
に

よ
っ

て

客
と

亭
キ
が

お

互

い

の

心
を
自
然
に

叶

う
茶
の

湯
は
も
て

な
し
の

総
合
芸
術
で

あ
る

（

千
宗
之
ほ
か

『

茶
の

湯
を

学
ぶ
』

）
。

こ

の

よ

う
に、

ホ
ス

ピ

タ
リ

テ

ィ

は
日

本
人
の

得
意
と

す
る

も

の

の

よ

う
で

あ
る

。

　

ホ

ス

ピ
タ

リ
テ

ィ

の

語
源
は
、

ホ

ス

ピ
ス
、

ホ

ス

ピ

タ

ル
（
病
院）

、

ホ

ス

ト
（
客
を
も

て

な
す
人

）

と

同
じ
ラ

テ

ン

語
の

“

げ
o
°。

ロ

雰
（

客
を
も
て

な

す
主
人

、

客、

友
人、

見

知
ら
ぬ

人）
〃

で

あ
る

8
§
9
鞄

9
薯
ミ

→

曹
蠶
ミ
§
鳴
鴨

と

O
毳
勃

ミ

膝
ト

ミ
ミ

b
蹄
職

§
範

亳）
。

主
人
に

も

客
に

も
な
り

う
る

。

ま
た、

敵
を
客
と
し
て

迎
え
入
れ
も
て

な
す

文
化
も
あ
る

（

佐
川
徹
『

暴
力
と

歓
待
の

民
族

誌
』

）
。

　

訪
れ

る
も
の

は、

神、

死
者
の

霊、

人
間、

動
物
な
ど

さ

ま

ざ
ま
で

あ

る
。

招
待
さ
れ

た

訪
問
や
来
訪
が
わ

か

っ

て

い

る

場
合、

主
人
は

客
の

来

訪
を

待
望
す
る

。

食
事

、

水、

寝
る

場
所、

身
の

安
全

な
ど
の

友
好
的
な

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

に

対
し
て

客
は

主
人
に

贈
り
物
を
す
る

こ

と
も
あ
る

。

他

方
、

招
待
さ
れ

ず
見
知
ら
ぬ

者
の

不

意
の

訪
問
は

、

主
人
に
と
っ

て

脅

威
と

な
る

こ

と

が
あ
る

。

敵
と
み

な
さ
れ

な
い

よ

う
に

「

そ
の

場
所
で

平

和
的
に
振
舞
う

」

よ

う
に
と

、

カ

ン

ト
は
普
遍
的
な
ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ

に

条
件
を
つ

け
た

（

肉
踏

ミ
ミ

℃
§
量
。゚

刈
V

。

デ

リ
ダ

は
、

法
に

よ

る

来
訪

者
へ

の

暴
力
に

注
目
し、

来
訪
者
が

誰
で

あ
ろ

う
と

名
前
さ
え
問
わ
な
い

無
条
件
の

絶

対
的
な

ホ
ス

ピ

タ
リ

テ

ィ

を

挙
げ

る

（

ミ

奪
愚

§
鳶

聲

卜。

9Q
　

本
発
表
で

は
、

キ

リ

ス

ト

教
の

視
点
か

ら
ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

を

考
察
し

た

い
。

　

旧

約
聖

書
で

は
、

ア

ブ
ラ
ハ

ム

は
デ

リ

ダ

の

絶

対
的
な
ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

以
上
の

行
い

を
し
た

。

暑
い

真
昼
に

三

人
の

人
が

彼
の

天

幕
の

入
り
口

に

立
っ

て

い

る

の

を
見
て
、

走
り
出
て

迎
え、

地
に

ひ

れ

伏
し
て
、

名
前

を
問

う
こ

と
も
な
く

「

お

客
様
」

と

呼
び

か
け
て

ホ

ス

ピ

タ
リ

テ

ィ

を
申

し
出
た

。

水
を
持
っ

て

こ

さ
せ
、

足
を

洗
い
、

木
陰
で

ひ

と

休
み
し
て

も

ら
い
、

文
字
ど

お

り
ご

馳
走
し

た
。

そ

の

お

札
に

年
老
い

た

妻
サ
ラ

は

息

子
を
授
か
っ

た

（
創
世

記
一

八
・
一

ー
一

五
）
。

当
時
の

遊

牧
民
の

過
酷

な

荒
れ

野
で

の

生
活
で

は
、

訪
問
者
へ

の

ホ
ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

は

当
然
の

こ

と
で

あ
っ

た
（
謁

黜

貯暁
§

ミ

O
讒
q

ミ
專
鷺

ミ

隷
織

O
嚢
§
ミ

ミ
ひ

勤

軸）
。

　

新
約
聖

書
で

は、

イ
エ

ス

は

神
の

ホ
ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

を

体
現
し
て

い

る

客
と
し

て

人
々

の

家
で

食
事
の

席
に

つ

き
（
マ

ル

コ

一

四
・

三
）
、

泊
ま

っ

た
（
ル

カ

ニ

四
・

二

八

⊥一
五
）

。

最

後
の

晩
餐
の

前
に

、

弟
子
た
ち

の

足
を

洗
っ

た

（

ヨ

ハ

ネ
一
＝ ．

二

ー
一

四）
。

周

縁
化
さ
れ
た
人
々

に

食
卓
に

つ

く
よ

う
に

語
っ

た

（

ル

カ
】

四
・

七

−
二

四
）

な
ど

。

　

現
代
で

は
、

ド

イ
ツ

の

神
学
者

J
・

モ

ル

ト

マ

ン

は
、

ホ

ス

ピ

タ

リ
テ

ィ

は

来
訪

者
を

意
の

ま
ま
に
す
る

の

で

は

な

く
主
人
と

来
訪
者
が

交
互
に

交
流

す
る

こ

と
だ

と
い

う
。

ド
イ
ツ

語
”

O
器
畝
「

巴

（
客
の

厚
遇
）

”

が

示

す
よ
う
に、

一
、

主

人
が
客
に
空
間
を
提
供
し

、

時
間
と
空

間
を

共
有

し
、

二
、

親
切
に

も
て

な
す
人
は

友
好
的
で

好
意
的
で

開
放
的
で

好
ま
し

く
愛
ら
し

く、

三
、

客
を

手
厚
く
も
て

な
す
人
は

見
知
ら
ぬ

人
と

親
睦
で
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き
、

彼
ら
を

自
分
の

生
に

関
与
さ

せ
、

彼
ら
の

生
に

関
心
を

持
つ

、

と

述

べ

る

（

→

識

註
ミ肺
ミ
戔

魁

肉
竃

簿

O
ミ
繕
勃

N

ミ

O
ミ
鷺
気
偽

ミ
魯

刈
b。

と

O
ミ

Q
竃
無

駄

塁

卜

S
§
鉾

一

し。

H）
。

ま
た
、

諸
宗
教
対
話
の

た

め

に、

従
来
の

キ
リ

ス

ト
教
会
中
心
で

は
な
く

見
知
ら
ぬ

人
々

中
心
の

自
由
な
空
間
が
広

げ
ら
れ

、

そ
こ

で

他
の

宗
教
の

人

び
と

と
出
会
え
る

よ

う
な
考
え
も

あ
る

（

〉°

団
O
昌
oq’

ミ
愚
篤

ミ
獄

電

§
職

瞥

諒
恥

ミ
ミ
丶
）

。

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ

は
神

の

歓
迎
の

実
践
で

あ
り

、

ミ

ニ

ス

ト

リ

ー

に

用
い

ら
れ
る

。

ア

フ

リ

カ
、

欧
米、

ア

ジ

ア

の

女
性
た
ち
が
集
い
、

エ

イ
ズ

問
題
に

取
り
組
む
（
『

ζ゚

即

拐
ω

巴゚
丶

婁
琳

隷
o

魯
賊

ミ
勘

O・）
。

　

イ
ギ
リ
ス

の

あ
る

教
会
は

、

温
か
い

ホ

ス

ピ
タ

リ
テ

ィ

で

活
力
を
取
り

戻
し
つ

つ

あ
っ

た
。

日

本
で

は

異
界
か
ら
決
ま
っ

た

と

き
に

訪
れ
る

来
訪

神
は

祭
り
に

よ
っ

て

も
て

な
さ

れ

る
。

ま
ず
到
来

す
る
も
の

を

「

よ

う
こ

そ
」

と
歓

待
し

は

じ
め

る

こ

と
か

ら
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

絆
が

紡
が

れ

て

い

く
の

で

は

な
い

か
。

先
端
医
療
技
術
に

お

け
る

弱
者
へ

の

ケ

ア

冲

　
永

　
隆

　
子

　
こ

れ
ま
で

バ

イ
オ
エ

シ

ッ

ク

ス

が
め

ざ
し

て

き
た
こ

と

は
、

「

弱
い

立

場
」

に

あ
る

被
験
者
・

患
者
の

人
権
を

擁
護
す
る

た
め

の

理

論
な
い

し

原

理
原
則
の

構
築
と
、

そ
れ
に

基
づ

く
あ
ら

ゆ
る

倫
理
的
ジ
レ

ン

マ

に

対
処

す
る

た
め

の

議
論
の

共

有
・

公
共
化
で

あ
っ

た
。

従
来
の

バ

イ
オ

エ

シ

ッ

ク

ス

的
議

論
の

中
心
で

は
、

主
に、

医
療
の

中
心
に
自
律
し
た

患
者
個
人

が

ア

ト

ム

論
的
に

人

格
的
存
在
と

し
て

お
か
れ、

自
己
決

定
権
を
は

じ
め

と

す
る

様
々

な
患

者
の

権
利
が

主

張
さ

れ
る

に

と

ど

ま
り、

個
と

し
て

の

い

の

ち
の

在
り
様
や
全
体
と

し
て

の

い

の

ち
の

在
り
様
な
ど

、

社
会
全
体

の

い

の

ち

観
の

ゆ

ら
ぎ
を
め

ぐ
る

議
論
に

関
し
て

あ
ま
り
に

希

薄
で

あ
っ

た
。

本
発
表
で

は
、

い

の

ち
観
が
ゆ

ら
い

で

い

る

現
代
社

会
に

お

い

て、

宗
教
（

学
）

が
も
つ

本

来
の

「

弱
者
救
済
」

の

視
点
に

立
ち
か

え

り
、

バ

イ

オ
エ

シ

ッ

ク

ス

と

ケ

ア

論
の

関
係
か

ら
、

移
植
医
療
に

お

け
る

弱
者
に
対

す
る
ケ
ア

と
は

何
か

を

探
っ

た
。

　
二

〇
一

〇

年
七

月
十
七

日
に

「

改
正

臓
器
移

植
法
」

（
二

〇
〇

九

年
に

法
改
正
）

が

全

面
執
行
さ

れ
、

家
族
の

承
諾
の

み
で

脳

死
下
臓
器
提
供
が

行
わ
れ

る

よ

う
に
な
っ

た
。

今
回
の

改
正
臓
器
移
植
法
の

施
行

後、

初
の

十
五

歳
未
満
の

脳
死
児
童
か
ら
の

臓
器
摘
出
が
発

表
さ
れ

た

こ

と
に

よ
っ

て
、

法
改
正
前
後
か
ら
懸
念
さ
れ
て

い

た
倫
理
的

問
題

が
現
実
の

も
の

と

な

り、

臓

器
移
植
の

背
後
に

潜
む
闇
の

部
分
が

浮

き
彫
り
と

な
っ

た
。

臓

器

移
植

法
を

問
い

直
す
市
民
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

の

厚
労
省
に

要．
望
．

質
問
し

て

得
た

回

答
書
に

よ
る

と
、

「

少
年
の

自
殺
死
の

事
実
は

確
認
で

き
ず、

仮
に

自
殺
で

あ
っ

た
と

し

て

も

現
行
の

法
令
や
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

上
は

問
題

が

な
い
。

精
神
的

虐
待
（

い

じ
め
）

に

つ

い

て

も

確
認
で

き

て

い

な
い

が
、

い

じ
め
は

法

律
上
関
係
な
い

」

と

の

こ

と
。

子
ど

も
の

自
殺
は、

そ

れ
を
防
げ
な
か
っ

た
社
会
の

敗
北

、

学
校
の

敗
北
で

あ
り

（

二

十
六

年
前

に

当
時
六
歳
の

剛

亮
く
ん

を
脳
死
で

亡
く
さ

れ、

ド

ナ

ー

家
族
と

な
っ

た

小

児
神
経
内
科
専
門
医
・

杉

本
健
郎
医

師
）

、

私
た

ち

が
共
有
す
べ

き
な

の

は
、

小
さ
な

い

の

ち
を

守
り
き
れ
な

か
っ

た

こ

と
、

そ
の

感
覚
な
の

で

は

な

い

か
。

「

少

年
自

殺
者
か
ら
の

臓
器
提
供

、

移
植

医
療
」

の

周
辺
で

は
、

少．
年
の

痛
み

や

家

族
の

痛
み

が
、

「

い

の

ち
の

リ

レ

ー、

い

の

ち
の

バ

ト

ン

タ

ッ

チ
」

と
い

う
美
化
さ
れ

た

言
葉
に

よ

り、

徹
底
的
に

隠

蔽
さ

484（1318）
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